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１．序論 

 私はこの大学に入学して泳げない学生の多

さに驚いた.さらに高等学校で水泳の授業が

なかった学生が多いことを知った.指導要領

では４泳法を指導することになっている.し

かし,泳げるようにならなかった学生が多い

中で,高等学校での水泳の授業がないとなる

と授業内容の見直しが必要だと考えた.そこ

でバタフライを学ぶ必要性に注目した.バタ

フライの泳法は競泳をすることのない生徒に

必要なのか疑問を抱いた.学校水泳の限られ

た時間の中で全ての泳法を習得するのは困難

ではないかと考えた. 

本研究では,学校水泳でバタフライを教える

必要はあるのか,本当に必要な泳力はどのよ

うな力なのかを明らかにし,今後の学校水泳

に活かしたいと考えた. 

２．研究方法 

研究対象・方法 

 B スポーツ大学１回生に選択記述式アンケ

ート調査を実施（男子 241 人,女子 77 人） 

３．結果と考察 

 小学校から高等学校まで水泳の授業が行わ

れていた学生の割合が 41.8%という結果がで

た.指導要領には小学校から高等学校まで一

貫した指導を行うとなっているが,50%にも満

たない結果になっている.この結果に比例し

て泳げない学生が多いのではないのかと考え

られる.高等学校では水泳の授業がなかった

と回答した学生が 36.8％いた.学校水泳で４

泳法を習いましたかという問いには,習った

と回答した学生が 43.4％,習っていないと回

答した学生が 56.6％いた.この調査項目では

過半数が水泳の授業で４泳法をならっていな

いという結果だった.さらに,４泳法を習った

と回答した学生を対象とした４泳法が泳げる

ようになったかという質問に対して,泳げる

ようになったと回答した学生は 34.9％,泳げ

るようにならなかったと回答した学生が

65.1％であった. 

学校水泳に求めることはという問いには

78.4％もの学生が自分の身を守れるくらいの

泳力をつけることと回答した.生徒が求める

力をつけさせてあげるべきではと考える. 

４．今後の課題 

 ４泳法を泳げるようになることよりも自分

の身を守れるくらいの泳力を身に着けること

に重点をおいて指導してはどうだろうか. 

 例えば,ドル平を教え習得させることによ

って,生徒は楽に泳ぐことができるだろう.平

泳ぎのカエル足ができなくて困っている生徒

も,ドルフィンキックなら少し難易度が下が

り習得も容易になるだろう.少しでも生徒に

泳げるようになったという成功体験を経験さ

せてあげることによって水泳の授業に対する

やる気も変わってくるのではないかと考え

る. 
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